
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 
 
 
                   12201 教育改革の推進       （教育委員会） 

       12202  児童生徒の基礎学力の向上    （教育委員会） 

  （主担当部：教育委員会）          12203  特色ある教育の推進          （教育委員会） 

                   12204  障害児支援教育の推進    （教育委員会） 

                   12205  健やかな心身を育む教育の推進（教育委員会） 

                   12206  私学教育の振興       （生活部） 

                                      12207  教職員の資質の向上          （教育委員会） 

                                      12208  学校施設等教育環境の整備    （教育委員会） 

＜施策の目的＞ 

 （対象）児童生徒が 

 （意図）学校教育により個性に応じて自己の能力を伸ばしている 

  

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目標値   ７４．０   ７４．０   ７５．０   ７６．０ 学校生活が充実して

いると感じている児

童生徒の割合（％） 

実績（見

込み）値 
  ７３．０   ７５．１ ７７．０ － 

※ 小学校 5年生、中学校 2年生、高等学校 2年生それぞれの学校生活に対する意識（学校生

活についてのアンケート） 

 
＜平成１８年度に残っている課題＞ 
①児童生徒の学力や学習意欲の低下が懸念されている中、基礎・基本の学力の定着のもと「生き
る力」を育むことが求められています。また、知識や技能を実生活の様々な場面で活用する力
を育成する必要があります。 
②県内においても声かけ事案が発生するなど、子どもたちの安全確保が喫緊の課題となっていま
す。また、学校における暴力行為やいじめ、不登校の状況も依然として厳しく、子どもたちが
安心して学べる学校づくりを進める必要があります。 
③特別支援教育への円滑な移行に向けて、学校全体で障害のある児童生徒への適切な指導と支援
が行えるよう取り組むことが求められています。 
④子どもたちの食を取り巻く環境の変化による様々な健康上の課題が指摘されているため、学校
と家庭、地域が連携して食育を推進する必要があります。 
⑤私立学校に対しては、建学の精神を生かした特色ある学校づくりや効率的な学校運営の取組等
への支援、保護者の経済的負担軽減のための支援が求められています。 

 
＜平成１８年度の施策の取組方向＞ 
①少人数教育について、弾力的な運用と体制の充実を図ることにより、一層推進するとともに、
教員の実践的な指導力の向上に取り組みます。また、学校種間の連携を一層深め、学習面や生
活面での変化に伴う不安を取り除くとともに、元気な三重を創る高校生を育成するなど、学校
教育全体を通じた一貫した人づくりの観点での取組を進めます。 
②登下校時などにおける子どもたちの安全を確保するため、地域や家庭、関係機関と連携して取
組を進めます。また、暴力行為等の課題解決のため、子どもたちと保護者、地域住民との交流
活動への支援や、学校と警察との連携推進などに取り組むとともに、子どもたちの心の悩みや
不安を解消するため、教育相談体制を充実させます。さらに、不登校の子どもたちの社会的な
自立を目指し、教育支援センター（適応指導教室）などを支援するとともに、指導の充実を図
ります。 
③障害のある児童生徒一人ひとりの能力や可能性を伸ばし、自立や社会参加が可能となるよう、

１２２ 学校教育の充実 



 

早期からの一貫した支援体制づくりなどに取り組みます。 
④子どもたちが将来にわたって望ましい食習慣を身につけ、健康を維持増進していけるよう、栄
養教諭制度も導入し、食に関する指導を進めます。 
⑤私立学校に対して、特色ある教育に積極的に取り組む学校への支援の充実を図りながら、教育
条件の維持向上及び修学上の経済的負担の軽減を図るための支援に努めます。 

 
＜主な事業＞ 
①（一部新）（重）少人数教育推進事業【基本事業名：12202児童生徒の基礎学力の向上】 
  当初予算額：⑰ １，１９４，７９３千円 → ⑱ １，２３１，３９３千円 
事業概要：小学校において、各学校の実情に応じ、少人数授業などの拡大を図るため、教員

の配置を拡充し、きめ細かな少人数教育を一層推進します。なお、小学校１、２
年生については、３０人を基準とした学級編制（ただし、下限２５人）を継続し
て実施します。 
また、中学校１年生を対象としている３５人を基準とした学級編制（ただし、下
限２５人）については、各学校の実情に応じて、２年生あるいは３年生にも振り
替えて実施できるよう、弾力化を図ります。 

 
②（新）育ちのリレー推進事業【基本事業名：12205健やかな心身を育む教育の推進】 
  当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ ２，７６９千円 
  事業概要：子どもたちが、就学前から小学校まで発達段階に応じた学校生活を送ることがで

きるよう、幼稚園や保育所と小学校との連携を深め、就学に伴う様々な課題を解
決するための取組を進めます。 

 
③（新）元気な三重を創る高校生育成事業【基本事業名：12203 特色ある教育の推進】 
  当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ ３，５７５千円 
  事業概要：高校生の自立を促し、創造力を育むため、物事を多面的にとらえたり、本質的に

考えたりすることができる力を身につけるための教育のあり方を研究します。ま
た、金融教育、消費者教育、法教育などを通して社会人としての実践的な力を育
むとともに、地域貢献やボランティア活動など社会の一員としての自覚を養うた
めの取組を進め、心豊かで元気な三重を創る高校生を育成します。 

 
④（一部新）地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 

【基本事業名：12205健やかな心身を育む教育の推進】 
当初予算額：⑰ ２７１千円 → ⑱ ３４，６１８千円 
事業概要：学校安全ボランティアの養成やスクールガード・リーダー（地域学校安全指導員）

による巡回指導、ＩＴを活用して関係者間で情報を効果的に共有するためのモデ
ル地域での取組など、地域の方々の協力も得ながら、地域ぐるみで学校安全に取
り組みます。 

 
⑤（新）学校ボランティアパートナーシップ事業 

【基本事業名：12205健やかな心身を育む教育の推進】 
当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ １，４７１千円 
事業概要：地域のボランティア団体やＮＰＯが、学校と「学校ボランティア」を結ぶコーデ

ィネーターの役割を果たしながら、地域の人材や教職員ＯＢなど多様な主体が「学
校ボランティア」として、子どもたちの安全確保をはじめ、学習活動や学校行事
などに関わっていく取組を支援し、「新しい時代の公」の考え方のもと、地域との
連携による学校教育の充実を図ります。 

 
⑥私立高等学校等振興補助金【基本事業名：12206私学教育の振興】 
  当初予算額：⑰ ４，６６４，０６８千円 → ⑱ ４，６４６，２６１千円 
  事業概要：公教育の一翼を担っている私立学校（小中高校）が独自の建学精神に基づく個性

豊かで多様な教育を推進するとともに、児童生徒の就学上の経済的負担の軽減を
図れるよう、経常経費への支援を行います。 


